
9 月度例会「ディベート入門」10 月 8 日 ( 火 )

於　萩商工会議所 3F

　9月度例会のテーマは、会員指導力拡大委員会による「ディベート入門」
でした。
これに先立ち、メンバーの皆様には 8月に開催したオープン委員会に参加し
ていただき、ディベートの進め方などを学んでいただきました。
当日は、「生まれ変わるなら男か女か」「子供の教育の責任は教師か家庭か」
というテーマで、それぞれ 50周年実行委員会 vs 総務情報委員会、社会開発
委員会 vs 事業推進委員会の皆さんにディベートをしていただきました。
オープン委員会の後、皆さんにはテーマと発表者を事前に準備していただい
たおかげもあって、それぞれにグラフ・統計資料などを活用した充実したディ
ベートが展開されたと思います。このディベート入門が皆さんの事業活動に
少しでもプラスになれば幸いです。
オープン委員会から出席していただいたメンバーの皆様に感謝いたします。
ありがとうございました。

会員指導力拡大委員会　委員　大久保　浩元

山口ブロック長期ビジョンセミナー 10 月 6 日 ( 土 )

於　山口市カリエンテ山口
　10月 6日 ( 土 ) 山口市カリエンテ山口に於いて、山口ブロッ
ク協議会 JC 長期ビジョン委員会による JC 長期ビジョン推進セ
ミナー発言道場「文句のある奴はみんな来い」が開催されました。
　内容は 8月に行った山口県全ロム会員対象の JC メンバー現
状アンケートの結果を元に会員の現状の問題、意識を分析しそ
の問題を一つ一つ会場の参加者で考えるというものでした。問
題定義としては JC メンバーとして誇れる事、恥じる事や家族、
会社の JC 活動の理解度は？　JC への負担、JC を辞めたくなる
時などがあり、会場のステージには山口ブロック協議会の橋本
副会長がコーディネーターで各ロムの卒会生と新入会員をパネ
ラーで登場し会場全体を巻き込んだ討論会になりました。参加
者約200名で様々な意見がでて問題に結論はでませんでしたが、
参加されたメンバーは自分自身と照らし合わすことができ今後
の JC活動の参考になったのではないかと思います。
　最後に週末の忙しい中、参加された萩 JC のメンバーの皆様ご
協力ありがとうございました。

監事　田村　昌彦

10 月度例会 マニフェスト型公開討論会セミナー 10 月 12 日 ( 金 )

於　山口福祉文化大学
　10月 12日社会開発委員会による 10月度例会がおこなわれま
した。山口ブロック協議会日本 JC 協働運動推進委員会をお迎え
してマニフィスト型公開討論会セミナーが山口福祉文化大学で
おこなわれました。いつもとは違った雰囲気で、まず現代の社
会背景から始まり、萩の現状も解りやすく詳しく説明してもら
い自分達が暮らしているこの萩がこんなにも暮らしにくくなっ
ているとゆう現実を改めて実感させられました。そして、公開
討論会の説明、意義、あり方など私達には無縁の話かと思われ
ていましたが話しをきいているうちに少なからず関心がもてた
様に思われます。２次会の席でも「公開討論会やろーや！」な
んて声も耳にしました。このセミナーを行って多くの人が我が
町萩がこのままではと思った事でしょう。次の世代を担う我々
の年代にとっては考えさせられるセミナーだったと思います。

社会開発委員会　委員　岡崎　考浩




